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豊岡市立小中学校適正規模・適正配置計画の策定に係る計画案からの修正箇所 

 

計画案説明会やパブリックコメントでの意見を踏まえて、計画案から下記のとおり修正しました。 

 

計画案 計画（修正後） 

１ 出石地域の再編 

 

計画） 第６章 学校再編のスケジュールと具体的な枠組み 

１ 再編スケジュール （P22） 

 

 

１ 出石地域の再編 

 

計画） 第６章 学校再編のスケジュールと具体的な枠組み 

１ 再編スケジュール （P22） 

 

 

 

  

令和３年度 令和４ 令和５ 令和６ 令和７ 令和８ 令和９ 令和10 令和11 令和12 令和13 令和14以降

2021年度 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032以降

弘道小

福住小

寺坂小

小坂小

小野小

前　　　期 後　　　　期

地域 対象校

出
石

「小学校を１校」への再編検討

（地域からの意見を踏まえて）
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計画案 計画（修正後） 

 

計画） 第６章 学校再編のスケジュールと具体的な枠組み 

２ 個別の再編枠組み（詳細） （P28） 

№６ 福住小学校、寺坂小学校の再編 

児童数学級数

見込み 

 略 

学校間の距離  略 

考え方 寺坂小学校では、既に複式学級が生じていること

から、早期の再編が必要です。 

寺坂小学校と福住小学校は、現在、小小連携教育を

実施しています。また、両校は同じ旧室埴村内であ

り、歴史的なつながりがあります。 

出石地域での意見交換会では、「出石で小学校は１

校に」との意見もありましたが、複式学級の解消を最

優先にする必要があることから、寺坂小学校と福住

小学校の再編を進める必要があります。 

出石地域全体での再編については、広く地域の意

見を聞きながら、中長期的な視点で検討していく必

要があると考えています。 

時期の目安  2024 年度 

場所  福住小学校を想定 

その他 ・「豊岡市における幼児教育・保育及び放課後児童

のあり方計画」では、出石地域の幼稚園の再編・

統合は併設小学校の再編に合わせて調整すること

としている 

・将来的には出石地域全体での再編も検討 
 

 

計画） 第６章 学校再編のスケジュールと具体的な枠組み 

２ 個別の再編枠組み（詳細） （P28） 

№６ 福住小学校、寺坂小学校の再編 

児童数学級数

見込み 

 略 

学校間の距離  略 

考え方 寺坂小学校では、既に複式学級が生じていること

から、早期の再編が必要です。 

寺坂小学校と福住小学校は、現在、小小連携教育を

実施しています。また、両校は同じ旧室埴村内であ

り、歴史的なつながりがあります。 

このため、寺坂小学校と福住小学校の再編を最優

先に進めます。 

なお、出石地域の説明会等での「出石地域で小学校

を１校に」との意見を踏まえ、今後の児童・生徒数の

推移等を注視しつつ、計画後期の段階で広く保護者・

地域の意見を聞きながら、出石地域全体での小学校

の再編を検討します。 

時期の目安  2024 年度 

場所  福住小学校を想定 

その他 ・「豊岡市における幼児教育・保育及び放課後児童

のあり方計画」では、出石地域の幼稚園の再編・

統合は併設小学校の再編に合わせて調整すること

としています。 
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計画案 計画（修正後） 

 

計画） 第６章 学校再編のスケジュールと具体的な枠組み 

２ 個別の再編枠組み（詳細） （P29） 

№７ 小坂小学校、小野小学校の再編 

児童数学級数

見込み 

 略 

学校間の距離  略 

考え方 小野小学校は、2025 年に児童数が 50 人を下回り、

この年の前後から複式学級が生じる見込みとしてい

ます。 

出石地域での意見交換会では、「出石で小学校は１

校に」との意見もありましたが、複式学級の解消を最

優先にする必要があることから、まずは小野小学校

と小坂小学校の再編を進める必要があります。 

出石地域全体での再編については、広く地域の意

見を聞きながら、中長期的な視点で検討していく必

要があると考えています。 

時期の目安  2025 年度 

場所 小坂小学校を想定 

その他 将来的には出石地域全体での再編も検討 
 

 

計画） 第６章 学校再編のスケジュールと具体的な枠組み 

２ 個別の再編枠組み（詳細） （P29） 

№７ 小坂小学校、小野小学校の再編 

児童数学級数

見込み 

 略 

学校間の距離  略 

考え方 小野小学校は、2025 年に児童数が 50 人を下回り、

この年の前後から複式学級が生じる見込みとしてい

ます。 

このため、複式学級が生じる前に小坂小学校との

再編を優先して進めます。 

なお、出石地域の説明会等での「出石地域で小学校

を１校に」との意見を踏まえ、今後の児童・生徒数の

推移等を注視しつつ、計画後期の段階で広く保護者・

地域の意見を聞きながら、出石地域全体での小学校

の再編を検討します。 

時期の目安  2025 年度 

場所 小坂小学校を想定 

                       
 

  



- 4 - 
 

計画案 計画（修正後） 

２ 学校跡地利用 

 

計画） 第７章 学校再編にあたって配慮すべき事項への対応 （P34） 

 

４ 地域活動の拠点としての活用（学校の跡地利用） 

学校再編により、小中学校の校区が拡大しても、児童生徒の居住

地である地域との交流や連携の重要性は変わらないものであり、現

在行われている地域のコミュニティ活動の単位をくずさないよう

配慮することが必要であると考えます。 

本市の方針として、学校の跡地利用については、行政等で活用す

る場合を除き、基本的には民間事業者等による利活用を基本として

いますが、その際には、地域での利用希望等も考慮し、利用希望事

業者等と協議を行うこととしています。 

また、活用が決まるまでの間の跡地については、引き続き地域で

の利用ができるよう、地域と協議することとしています。 

 

 

 

 

 

２ 学校跡地利用 

 

計画） 第７章 学校再編にあたって配慮すべき事項への対応 （P34） 

 

４ 地域の拠点機能としての配慮（学校の跡地の有効活用） 

学校は、児童・生徒への教育的機能が第一ですが、コミュニティ

活動や地域活動を支える中心的な施設としての機能も担っている

ことから、跡地の利活用については、早期に検討を始める必要があ

ると考えています。 

学校跡地の利活用については、地域の意向、ニーズに配慮したう

えで、第一に市が必要とする機能の確保を、第二に公共的な団体等

による事業の必要性を検討します。それらの活用策が見いだせない

場合には、第三として民間の独創性、専門性や企画力を生かし、地

域の活性化につながる活用を模索していきます。 

これらの活用策の検討は、地域と協議・調整を図りながら進めて

いきます。 

なお、活用策が決まるまでの間は、引き続き地域での利用ができ

るよう配慮します。 

 

 


